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学位論文内容の要旨

  マング口ーブ林とは、熱帯や亜熱帯の7ロ』口域や入り江等の潮間帯で群落
をなしている耐塩性 の樹木群落である 。満潮時に樹木は 1ー2m海水に覆
われ、干潮時には陸地化し、陸同様の樹木になる。世界におけるマングロ

ーブの面積は約1，630万ヘク タールであるが、海藻の少ない熱帯や亜熱
帯 で は そ れ に 代 わ る 植 物 と し て 重 要 と 考 え ら れ て い る 。

  マングローブ林は防波、防潮、海岸浸食を防ぐ等の海岸保全、魚介類の
産卵、生育の場として極めて重要であるにもかかわらず、世界に生育する

マングローブ林のおよそ半分は伐採された。その主な理由として、エビ養
殖場、リゾート地の造成、薪炭や家屋建築材等によるものである。世界の

マングローブ樹木種 はおよそ100種 といわれているが、 種の数や優占種
は地域によって異なっている。日本では7種といわれている。日本の自然

分布の北限は種子島、屋久島であるが、人為的に鹿児島県喜入町にメヒル
ギが植栽され、100年以上も生育し ていることから、喜 入町が北限とみ

なされている。
  夕 イのマングローブは 約74種といわれている。その分布はタイ湾(GuK

of Thailand)とアンダマン海側の両方にあるが、湾側のマングローブ林は
都市開発、リゾート地、エビ養殖場等のため、70％以上が消滅している。

一方、アンダマン海側ではスズの採鉱や一部エビ養殖場のため、消滅して
いる地域も存在するが、大部分は開発の手からのがれ、天然のマングロー

ブ林が残存している。一般に、サンゴ礁やマングローブは魚介類の産卵、
生 育 の 場 と し て 考 え ら れ 、 熱 帯 や 亜 熱 帯 で は 極 め て 重 要 で あ る 。

  本研究ではマングロープ林が水棲生物に果たす役割にっいて食物網を通
して明かにした。

  1998－ 2000年 に か け て 、 湾 側 の チ ャ ン タ ナ プ リ ー 県 に あ る Khung
Krabaen湾ならびにアンダマン海側でミャンマーの国境に近いのラノン県



Klong Ngaoに生育するマングローブにっいて、葉、水、泥、ベントス、
魚を採取した。これら総試料およそ千にっいて、C，N、安定同位体（C，
N）を測定した。
Khung Krabaen湾は4.6x2.6Km2の大きさで、湾奥の沿岸は巾500-800
mのマングローブ域(264ha)である。その背後には多数のエピ養殖地があり、
その総面積は160haである。マング口ーブ前面の底土の一部は海草
(Enhalus acoroides)や藻(Gracilaria sp.，ムurencia sp.)が生育している。
10種のマングローブの葉（緑色、枯死した黄色）にっいて、緑色、黄色
のC/N比はそれぞれ28-47，78-130と両者間には大きな差がみられる。こ
れは蛋白質の窒素が分解によって消失したのが主な理由だと考えられる。
しかしながら、び13C値にっいては緑色と黄色との差はみられず、種によ
る変動はみられるものの-28.3～-32.8%0であり、緑色、黄色の葉の平均値
はそれぞれ-28.7土1.6，  -30.2土1.3でフラクショネーションはみられ
ない。一方、マング口ーブ底泥のC/N比は約15でマングロープのそれと
は大きな差がみられ、C/N比からではマング口ーブ底泥の有機物起源を推
測することは困難である。一方、び13C値は-26.3960で葉より数960ポジティ
ブである。これは底泥で炭素のフラクショネーションが生じていることか
ら考えると、マングローブ底泥の有機物起源は落ち葉といえる。マングロ
ーブ前面、湾ロ、湾外にっいて、底泥のび13Cはそれぞれ-15.1土1.3，-19.2
土0.36，-17.5土0.46 960であった。これらの有機物起源は海草(-15.6土
1.0 960)、 プランク トン(-20.6土0.7％ o)による ものである。
  この湾ではェビ養殖池の排水によって湾が汚染されていない。このこと
は、海水中の栄養塩の分析値からも明らかである。その理由のーっとして、
マングローブ林が排水を浄化しているのではないかと推定される。マング
口ープの葉と底土のび15Nそれぞれ5.2土0.77，5.2土0.88960であった。
一方、アンダマン海側で自然が保全されているラノン県Klong Ngaoでの
葉と底土のび15Nはそれぞれ3.7土0.43，3.7士0.27％0で、明らかにェ
ピ養殖池が存在するKhung Krabaen湾の方がポジティブであった。エビ
の餌のび15Nは7.3土0.90％0で著しくポジティブであり、葉はよルポジテ
イブなび15N値を有する排水の無機態窒素を同化するため、Klong Ngaoに
比べよルポジティプになっているものと推定される。定量的な議論は現在
のところ困難であったが、定性的にはマングローブ林が排水を浄化してい
るものと思われる。
次にマングローブ内での食物網にっいての結果を示す。高次捕食者にな
ると、び15Nは数9/00ポジテブになるが、び13Cは一般的には変動が小さい。
各々のび13C、び15Nから次ぎの結果が得られた。マングローブの葉や底土
に含有される葉とプランクトンの死骸をカニ（S'esarma mederi)や魚



（エScatophagus argus）が捕食する。一方、魚（Valamugrl seheli,
Leiogna舶us spZ印ぬ瑚は着床藻類を、多毛類（Benthicworms）、カニ（乙ね
閉餾口s）、貝（．5劫〇ぬあ血駟仏ぬロめはデトリタスを、エビpゐ魍p釦aeus
飽Sお 、勵コ aeuS面むuSぬ翅euS皿e曙ロ弸瑚や 、貝（く施鯔田む鰡
¢D閲伽餓ぬ伍）はプランクトン 、魚  ば閲ぬ船舶閲伽鯲伽t麗ぬ鈩
出a閲み、大型カ二（＆：班幽舶r瑠卿は小型のカニ、工ビ、貝を摂取する
食物網が成り立っていた。これまでタイでは、食物網にっいて試料の消化
管の内容物を調べる方法をとっていたが、消化が進むこと、小型のェビ等
では摂取している餌の判別は困難であった。
  アンダマン海側に位置するラノン県KlongNgaoマングローブ域におけ
る食物網の結果を示す。6種のマングローブ葉を摂取、底土、懸濁物質、
魚、エビも同様に採取した。魚（乙e辺即aめロs叩´｜閉ぬuS＆冶加p瓜鬱恥甜郡鳩
協ム伽昭ガ印鹹幽翻はマングローブの葉を摂食しているが、エビ（ぬ預euS
面むuSぬコaeus閲甜習w釦馴はプランクトンを摂取していた。このエビ
を魚（賊嘶め卵弸面むu¢4閲ぬ洳凹閲閲e聊ぬ£め町偬ぬ面み．血．a¢嶋
ムcぬガusム¢ぬガuみが摂取し、これらの魚を勵艢弸餾面uS励び鰤
皿膠触）〇紅眦ゐ館ru6凹の魚が摂取する食物網が成り立っていた。両マン
グローブを通して、一連の食物網での炭素源はマングローブの葉とプラン
クトンであることが明らかとなった。
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学位論文審査の要旨
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  Stable isotope analysis of organic matter sources and

food web structure of mangrove ecosystemsinThailand

（夕イのマングローブ域における有機物の起源並びに食物網に関する研究）

  マングローブ林とは、熱帯や亜熱帯の河口域や入り江等の潮間帯で群落をなしている耐塩性

の樹木群落である。

  マングローブ林は防波、防潮、海岸浸食を防ぐ等の海岸保全、魚介類の産卵、生育の場とし

て極めて重要であるにもかかわらず、世界に生育するマングローブ林のおよそ半分は伐採され

た。その主な理由として、エビ養殖場、リゾート地の造成、薪炭や家屋建築材等によるもので

ある。世界のマング口ーブ樹木種はおよそ100種といわれているが、種の数や優占種は地域

によって異なっている。

  タイのマングロープは約74種といわれている。その分布はタイ湾(Gulf of Thailand)とアン

    丶

ダマン海側の両方にあるが、湾側のマングローブ林は都市開発、リゾート地、工ピ養殖場等の

ため、70％以上が消滅している。一方、アンダマン海側ではスズの採鉱や一部エビ養殖場の

ため、消滅している地域も存在するが、大部分は開発の手からのがれ、天然のマングローブ林

が残存している。

  本研究ではマングロープ林が水棲生物に果たす役割にっいて食物網を通して明らかにするこ

とを目的とした。

  1998―2000年にかけて、湾側のチャンタナプリー県にあるKhung Krabaen湾なら

びにアンダマン海側でミャンマーの国境に近いラノン県Kong Ngaoに生育するマングローブ

にっいて、葉、水、泥、ベントス、魚を採取した。これら総試料およそ千にっいて、C．N、

安定同位体（C.N）を測定した。

  Khung Krabaen湾におけるマング口ープ前面の底土の一部は海草(Enhalus acorojぬs）や藻

（G瑠d′a‘門江sp．’」kエzreぬ出sp．）が生育している。10種のマングローブの葉（緑色、枯死した

黄色）にっいて、緑色、黄色の”C／N比はそれぞれ28一47，78・130と両者間には大きな差がみら

れる。これは蛋白質の窒素が分解によって消失したのが主な理由と考えられる。しかしながら、



び13C値にっいては緑色と黄色との差はみられず、種による変動はみられるものの-28.3～．

32.8960であり、緑色、黄色の葉の平均値はそれぞれ-28.7土1.6，  -30.2土1.3でフラクショ

ネーションはみられない。一方、マング口ーブ底泥のC/N比は約15でマング口ーブのそれと

は大きな差がみられる。それゆえ、C/N比からではマング口ーブ底泥の有機物起源を推測する

ことは困難である。一方、d 13C値は-26.3cYooで葉より数％ポジティブである。これは底泥で炭

素のフラクショネーションが生じていることから考えると、マング口ープ底泥の有機物起源は

落ち葉といえる。マングローブ前面、湾口、湾外にっいて、底泥のび13Cはそれぞれ-15.1土1.3，

-19.2士0.36,ー17.5土0146％であった。これらの有機物起源は海草（-15.6土1．0％）、

プランクトン(-20.6土0.7 960)によるものである。

  次にマングローブ内での食物網にっいての結果を示す。々のa 13C、ロ15Nから次の結果が得

ら高次捕食者になると、び 15Nは数％ポジティブになるが、〇13Cは一般的には変動が小さい。

各れた。マングローブの葉や底土に含有される葉とプランクトンの死骸をカ二（Sesarma

mederや魚(Scatophagus argus)が摂取する。一方、魚（Valamugil seheli, Leぬ勿a伽恥

印｜むぬぬs）は着床藻類を、多毛類等¢entkcworm8）、カニ（ぬa閉凹口s）、貝（5勘〇ぬ幽

血彫t仏ぬぬa）はデトリタスを、エビ（脇鍛p餓aeuS凹嵒、B開aeW而ロ弛uS勵ぬeuS皿闘ダ釦S圃

や、貝（の．aSsDSむ．ead’m閲餠℃必五みはプランクトン、魚  04m6a‘鍜お仇珊田餓sD‘ぬlS辺り舮

s丑a皿a）、大型カニ（＆ジt函s鮒省卿は小型のカニ、エビ、貝を摂取する食物網が成り立って

いた。

  これまでタイでは、食物網にっいて試料の消化管の内容物を調べる方法をとっていたが、消

化が進むこと、小型のエピ等では摂取している餌の判別は困難であった。しかし、同位体測定

では、三種のェビの食性を明かにすることが出来た。

  アンダマン海側に位置するラノン県InongNgaoマングローブ域における食物網の結果を示

す。魚（己酊％maめHs露瓜珊cめHS＆．a加幽錙wsa鬱鳩W出閲c‘〆印e諺冶rめはマングローブの

葉を摂食しているが、エビ（ぬ瑠eus’血むuS勵招凹s閲qグ伽尚はプランクトンを摂取

していた。このェビを魚（Sめ艪mD．rUs血cZを“‘S4m6a鋸お仇伽m口ぢ田面Z冶町′aあ台わ2めjぬ¢uS

ムcぬdwぬcぬガus）が摂取し、これらの魚は勵艢湘飴田j嶋丑り―皿膠妣〇め拗館

rロ6凹の魚が摂取する食物網が成り立っていた。

  本研究によって、マングローブでの生物生産が高いのはマング口ーブの落葉を炭素源とする

食物網がなりたっていることを安定同位体の測定により明らかにした。よって、審査員一同は

申 請 者 が 博 士 （ 水 産 科 学 ） の 学 位を 授 与 さ れ る 資 格 の あ る も のと 判 定 し た 。
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